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＜病棟連絡事項＞　
・年末調整来てますので〆切までに提出を忘れずにお願いします。
・人事考課面接を随時実施していきます。
・インフルエンザ予防接種（入院患者）

　11/17（月）11/18（火）11/19（水）11/20（木）11/21（金）

１Ｖ２名のため、偶数になるよう取りまとめをお願いします。
　患者様・患者家族様よりインフルエンザの希望を取り、接種券があれば持参の依頼をお願いします。

　各病棟で取りまとめ、11/10までに入力お願いいたします。
・カルテチェックを11/14までに実施し、管理者へ報告お願います。
＜ベッドコントロール＞
・上野　佑華様～本日退院。
・出町　京子様～南病棟へ転出
・11/12→斎藤恒男様～東よりBユニットへ転入。
・11/13→寺地啓喜様～東よりBユニットへ転入。
・石橋　佐太史様→A42へ移動
・吉田　富秋様→A48へ移動。
・坪坂　真由美様（任意）～北病棟への転出可の指示あり。
・11/15竹林　幹彦様→南病棟へ転出予定。
＜患者様連絡事項＞
・月舘　秋彦様～退院日が家族希望にて11/21～11/22へ変更となる。

・深澤院長患者様の臨時薬処方頂いています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・瀬川　高雄様～言動のまとまりのなさやふらつきは持続して見られています。
　　　　　　　　引き続き、精神状態や歩行状態観察していきましょう。

・平山　敬之様～本日は不満言動聞かれず、高圧的な態度や他者トラブル見られませんでした。引き続き、言動や行動注意していきましょう。
＜村上Dr.診察情報＞

・小倉　信子様～診察時は妄想言動目立たず落ち着いて話されている。
処方変更なし。
　　　　　　　退院支援進めて行く様指示あり。PSWへ情報共有行っている。
　　　　　　　
ご本人様へ退院の意向確認した際
「息子が家をたてるから、そこに嫁と一緒に住もうって言われてる。嫁の両親もいるかな？」
「施設は今は考えてない。下の世話になるような事があったら施設に入ろうかなって」
との返答聞かれている。

11/19に息子様面会予定あり、退院に関し確認していくこととした。
＜金Dr.診察情報＞
・沼山　真紀子様～過度な要求なく日課取り組まれている事、食事は数口から1/3程度で拒食4回見られている事を情報提供行っている。
診察時は、“栄養をとりたいから栄養剤を出して欲しい”との訴えあり、まずは食事を摂るよう説明受けている。
処方変更なし。
・長根　とし子様～一度、食事の際自身の席がなく邪魔になるから食べないと被害的な言動あったが他不穏さや拒薬なく夜間良眠されている事を情報提供行っている。
診察時は前回同様、　殺虫剤を飲んだ理由を話してほしいと主治医より伝えられるが無言のまま。現状、自宅退院は出来ないと伝えられると無言となり、退室時「話さないとダメだって」と話されている。
処方変更なし。
＜金Dr退院支援委員会会議＞

・小向　栄子様～青風荘は女性の空きがない状況。突発的に空きが出た場合に連絡いただくこととなっている。11/11にぴあ三沢　村田様よりPSWへ連絡があり、計画相談の依頼を息子様より受けたとのことであった。退院支援状況について情報共有し、11/12に息子様と村田様で面談予定とのことであった。今後契約や面会の際には連絡いただくこととなった。
・西　和世様～施設入所検討中だが、本人は自宅を希望で平行線の状況。
・田島　博文様～要介護3、10月21日に介護認定調査実施済み。南山苑は訪問調査済み、他有料や特養複数件申し込み済み。
・沼山　真紀子様～本人の病院内でのルールを守って過ごしてもらう事、保護者変更も検討しつつ、家族や主治医と相談し、地域への退院について退院支援・調整を進めていきたいところである。
・長根　とし子様～家族様としては、退院後についてできれば施設入所を検討したく地域包括支援センターへ相談してみたが、要介護1のため入所可能な施設が限られることや、企図行為を繰り返している経過があるため受け入れをお断りされる可能性も高く、入所先選定は難航するだろうと言われており、自宅退院しかないかもしれないと話している。自宅退院する場合、デイサービス等の在宅で利用できる介護保険サービス導入を検討したいとのこと。
・鳴瀬　裕之様～施設の方向性。本人が環境の変化に対し拒否強く支援が進まない状況。

・東野　愛様～　自宅退院の方向性、外出泊訓練を継続して行い自宅退院に向け退院支援・調整を行っていく。日中の活動場所の確保が必要。
